
 

2017（平成 29）年    2018（平成 30）年 

12 月 3 日（日）～ 2 月 11 日（日・祝） 

入 場 無 料 

午前 10 時～午後 5時  ※入場無料 

【休 館日】水曜日・第 2金曜日 

年末年始（12 月 29 日～1月 3日） 
 

【 会 場 】宝塚市立中央図書館聖光文庫 

［阪急宝塚線 清荒神駅前］ ℡ 0797(84)6121 

〒665-0836 宝塚市清荒神 1 丁目 2番 18 号 



鉄斎美術館・宝塚市立中央図書館共催 

第６回聖光文庫文化講座 
 
 日 時：2017（平成29）年12月3日（日） 

午後1時30分～4時 聴講無料 

第1講「鉄斎と山本読書室」 

松田 清 氏 

（京都大学名誉教授・神田外語大学客員教授） 

第2講「煎茶文化と富岡鉄斎」 

    守屋 雅史 氏 

（神戸松蔭女子学院大学文学部教授） 
 

会 場：宝塚市立中央図書館 2階集会室 

申込・問い合わせ：0797-84-6121（中央図書館） 

 

 
 

蘇
そ

東
とう

坡
ば

（名は軾
しょく

、字は子
し

瞻
せん

、東
とう

坡
ば

は号。1037～1101）は、中国宋

代を代表する文人です。若くして高級官僚となりましたが、政争に巻

き込まれ、波乱に富んだ生涯を送りました。詩文書画においては当世

一流で、とりわけ不屈の意志、深い人間愛に溢れた力強い詩文は高く

評価されています。「春
しゅん

夜
や

」、「赤
せき

壁
へき

賦
ふ

」などは今日もなお不朽の名

作として知られています。 

近代日本に至り、蘇東坡をこよなく敬愛したのが、文人画の巨匠富

岡鉄斎（1836～1924）でした。生日を同じくした奇縁を喜び、関係

書籍を洩らさず蒐集し、自らを「東
とう

坡
ば

癖
へき

」と称しました。 

蘇東坡生誕980年を記念して開催される本共催展では、鉄斎美術館

所蔵の富岡鉄斎旧蔵資料、関連作品を通じて東坡の世界をご覧いただ

きます。聖光文庫の図書を交えた展示をお楽しみください。 
 
 
【主な展示品】 

名 称 筆者・著者ほか 制作・発行年 摘 要 所 蔵 

【肉筆・拓本】 

安蔬居書 羅振玉筆 大正8年（1919）頃 扁額 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(拓本)蘇軾竹図   掛幅 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(拓本)蘇軾寿老像  原品：光緒32年（1906） 掛幅 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(拓本)赤壁蘇公像   掛幅 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(拓本)東坡笠屐図 陳善武写  掛幅 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

【写本・書籍】 

(写本)東坡先生年譜 施宿編  
文化7年（1810）奥書 
富岡鉄斎旧蔵 

清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(写本)東坡遺蹟 原画：趙孟頫  
安政2年（1855）端書 
巻子 富岡鉄斎旧蔵 

清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

(写本)東坡先生懿跡図 浅野梅堂写 慶応3年（1867） 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

乙卯寿蘇録 長尾雨山・富岡謙蔵編 大正5年（1916） 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

丙辰寿蘇録 長尾雨山・富岡謙蔵編 大正6年（1917） 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

丁巳寿蘇録 長尾雨山編 大正7年（1918） 富岡鉄斎旧蔵 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

【関連図書】 

蘇東坡豊楽亭帖 
 

昭和50年（1975） 求龍堂発行 聖光文庫 

鉄斎先生書翰集 富岡鉄斎 昭和39年（1964） 真言三宝宗宗務所発行 聖光文庫 

富岡鉄斎習字帖千字文 富岡鉄斎 昭和48年（1973） 座右宝刊行会発行 清荒神清澄寺 鉄斎美術館 

鉄斎米寿記念 貽咲墨戯 富岡鉄斎 監修：富岡益太郎 昭和54年（1979） 思文閣出版発行 聖光文庫 

贈君百扇 富岡鉄斎 昭和54年（1979） 小学館発行 聖光文庫 

 

 

鉄 斎 美 術 館 

「鉄斎の器玩－煎茶皆具の世界－」 
 

会期：2018年1月5日（金）～2月11日（日・祝） 

午前10時～午後4時30分（入館は午後4時まで） 

月曜日休館 ただし1月8日は開館、翌日休館 

※下記の日程で学芸員による展示説明会を行います。 

1月13日・27日の各土曜日、午後1時30分より 

入館料：一般300円、高大生200円、小中生100円 

会場・問い合わせ：鉄斎美術館 ℡ 0797-84-9600 

〒665-0837 宝塚市米谷字清シ一番地 清荒神清澄寺山内 


